　青山荘　　フェイスシート

　　　　　平成23年　9月　26日（月）　担当：中岫かなえ

	入　所　者
	氏　名　　横山　耕生　　　様　　　　　男・女　　　　昭和51年10月4日生(34歳)

	
	住　所　〒033-0031　三沢市桜町3丁目1-21　桜町団地212　　電話0176-57-5053

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成10年5月頃（21歳時）
	罹 患 期 間
	約13年

	
	入院回数
	　　　5回　　
	延べ入院年数
	3年　9ヶ月

	医療機関
	青南病院（主治医　川端栄蔵Dr　）
	外来受診日
	水曜日（週1回）

	医療区分
	社会保険

（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	有・無（2級）

	経済状況
	障害基礎年金２級（月額　約6.5万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	青山荘

	住まいの場
	青山荘入所中

	入所年月日
	Ｈ23年　5月　29日
	身長
	175cm
	体重
	81.5kg

	最終学歴
	横浜市立大学中退
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	アルバイト（廃品回収）
	


	保　護　者
	氏　　名　　横山　登志子　　　様　　　　　　　続柄　　母　　（同居・否）

	入所目的

・生活リズムの確立と日中活動によるQOLの向上

・自宅生活において必要な生活技術と症状管理能力の獲得

	入院・治療歴

期　　間　　　　　　　　　　　　　　入院・通院　　　　医療機関名　　　　　

１　平成10年  6月23日～平成10年6月23日　　 初診・入院　　　栗田病院（長野県）

２　平成15年  5月14日～平成15年5月24日　　    入院　　        栗田病院

３　平成15年  7月12日～平成18年1月31日　　 　 入院　　　   　 青南病院

４　平成21年  2月24日～平成22年4月21日　　 　 入院　　　　    青南病院

５　平成22年 12月15日～平成23年5月28日　　 　 入院　　　　    青南病院



	

	生活歴

神奈川県にて同胞3名第1子として出生。家族の都合により出生後間もなく長野県に転居。長野市内の小･中･高校を卒業後、横浜市立大学へ進学。大学1年時に昼夜逆転・浪費・自殺企図(大量飲酒･大量服薬)が出現し休学。大学2年時に中退して帰郷。以後、知人の店でｱﾙﾊﾞｲﾄ(廃品回収)を1週間程度行った程で定職には就かなかった。H10年6月下旬(21歳)より昼夜逆転・無為自閉等が出現。「母親が食事にﾊｲﾀｰを入れる」などと話し母親に対しての暴力を振るうことがあり、H10.6.23栗田病院（長野県）を受診し入院(～H10.7.1)。退院後は同院への外来通院を継続。胸痛や頭痛等の身体不定愁訴が著明であったが、諸検査において異常は認められなかった。H13年(24歳)に両親が離婚。離婚後は母親に引き取られる。H14年4月頃より、ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ（ﾊﾟﾁｽﾛ）で金銭を浪費するようになる。その後、不眠･過食などが目立つようになり､H14.5.14同院2回目の入院（～H15.5.24）。退院後、母親の地元である三沢市へ転居。転居に伴いH15.6.6、栗田病院からの紹介により当院を初診。以後当院への通院を継続。不眠･過食傾向などの症状は持続しており、母親が妹を叱っていると、興奮して｢虐待だ｣と怒鳴ることや、妹に対して威嚇的となることがあり、H15.7.12当院1回目の入院(医療保護)。H18.1.31退院後は生活訓練施設「青山荘」に入所し、当院への通院･ﾃﾞｲｹｱの利用を継続。「子供の声が聞こえる」等と訴えたり、将来に対する不安感を訴え、ﾃﾞｲｹｱや施設での日課を休むことが度々あった。本人が父親と同居することを希望して､H20年6月末で同施設を退所。長野県へ転居し父親が経営する飲食店の手伝いを行いながら生活していた。転居後は小出ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ(長野県)への通院を継続。H20年10月、父親から「仕事が出来ない」などと父親に怒鳴られることが負担となり帰郷。以後、母親・妹と生活しながら当院への定期的な通院・服薬を継続していた。食欲が増進され､体重増加傾向となっていたことからH21.1.7ｼﾞﾌﾟﾚｷｻ錠を減薬。その後不安感・苛々感の訴えが著名となり不眠傾向となった。また､｢大勢で話している声が聞こえる｣などの幻聴や､｢大野(父親の店舗の従業員)っていう奴が色々操っている｣などの妄想様の発言が目立つようになる。薬物調整を行っていたが､その後も上記症状は改善せず、家族の対応負担が大きくなっていたことからH21.2.24当院へ当院2回目の入院となる(任意入院:～H21.4.21)。H21.4.21退院後は自宅にて母･妹と3人暮らしとなり、当院への通院(1回/2週)･服薬を継続。時折、｢大勢で話している声が聴こえる｣等の幻聴や不安感･恐怖感を訴えることはあったが、情動は概ね安定していた。また、食欲が増進され、体重増加傾向となっていた為、随時食事･運動の指導を行っていた。H21年12月頃より｢勝手にﾃﾚﾋﾞを消された｣｢お金を盗られている｣等の被害妄想、易怒性･易刺激性が昂進される。H21.12.13妹と口論となり、妹(12歳)へ暴力を振るうことがあり母が当院へ相談。本人も病状不安定と自覚して入院治療を希望。H21.12.15当院3回目の入院(任意入院)となる。

H22年11月には退院が検討される。家族と退院先及び退院環境等について検討。自宅では､妹との関係性が悪いことや充分な見守り環境がないことから､生活技能の習得･病状管理技能の向上等を目的として､生活訓練施設｢青山荘｣への入所を希望。H22.12.27生活訓練施設｢青山荘｣の見学を実施。入所概要や入所目的等を確認した上で､本人･家族より改めて入所希望があり､H23.5.29今回の入所に至る。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

保護者は母(登志子様)であり、自宅にて妹（次女：中学1年）と同居している。治療や諸手続き等には協力的であり、定期的にタバコ・菓子類の差し入れや本人を外出へ連れ出している。外出時、青山荘に来荘せず、青南病院や最寄のファーストフード店で待合わせをすることがある。母の仕事の都合上等からも､日常からの見守り･生活援助が困難な状況で､家族は施設入所により生活訓練による生活技能の習得･ｽﾄﾚｽ対処技術の向上を望んでいる。

妹（次女）は、入院前に本人から暴力を受けたことから、妹は本人との同居に対して拒否的であるとのことで、本人も、次女との同居は難しいと話すことがある。本人外出時、母の計らいにより顔を合わせる機会を設けることがある。

H13年に両親が離婚。父は長野県にて飲食店を経営しており、携帯電話で定期的に連絡を取り合っている。


	これまでの経過　

	入所から4ヵ月が経過。これまでは、生活リズムの確立や日課の遂行、青山荘内での活動性の向上を目標とし、支援を行ってきた。また、退所後は自宅での生活を目指し、適切な金銭管理・服薬管理・症状管理が出来るよう、生活支援を行っている。現在、嗜好品等への欲求が強く、本人の欲求が通らないとイライラしたり、被害的な感情を抱くことがあり、疎通性が低下する。また、病状や身体症状といった身体不調を訴え、日課を行うことが難しいことがある。

【①日中活動】

入所当初より、1週間のスケジュールを設定し、それに基づいて生活パターンの確立を目指してきた。

現在、日課の遂行度は低く、職員の促しを要している。職員の促しに対して、疲れや病状等を理由に遂行しないことがある。また、嗜好品（主にタバコ）に対する欲求が強く、昼夜を問わず職員へ頻回に催促を行うことがあり、日中の活動性の低下が認められる。

最近は、荘内での食事作りプログラムへ職員や他入所者の促しにより参加することができている。

【②服薬・健康管理】

薬は事務室預かりとなっている。服薬を忘れていることが多く、職員の促しを要することがある。

体重が増加傾向であることと多飲水であることから、主治医より体重の日内変動を把握するため、朝・夕の体重測定を行っている。1kg～3kg程度変動していることがある。体重は依然として増加傾向にあるため、随時職員が振り返りを行っている。

自己の欲求を抑制することが困難であり、特に嗜好品（タバコ）・金銭について強く執着する傾向にある。要求が通らない場合、職員に対して喧嘩腰の態度となったり、被害的な感情を抱く。

体調不良や服薬、喫煙を理由として日課や荘内プログラムに参加しないことがある。また、対人関係や人混み、知らない場所へ行くこと等に対して不安を訴えることがあり、職員の同行等を求めることがある。

【③金銭管理】

入所当初は1週間2000円を小遣いとして設定していたが、携帯電話の導入により、1500円となっている。

小遣いの使途に計画性がなく、即座に使ってしまうため、現在は1日210円に分割して手渡している。主な使途は自販機の炭酸飲料となっている。

【④保清】

保清面に関しても職員の介入を要している。特に整理整頓や掃除に関して、「やり方がわからない」と話していることもあり、職員の強力な介入により1週間に1回程度で行っている。

【⑤家族関係】

家族との交流は主に携帯電話を使用して行っており、母様や妹様（長女）と定期的に電話やメールでやりとりしている。父様とも時折電話をし、話をしているとのこと。

　母様とは一ヶ月に1～2回程度、外出している。主に八食センターとイオン下田へ行き、外食や衣類の買い物、ゲームセンターで遊ぶなどして過ごして来ている。自宅への外出は行っていない。また、母様は外出を妹様(次女)と会う機会として取り計らい、外食をしたり、本人の自室で過ごしたりしていることがある。交流は良好な様子であったとのことだが、7/31以来、妹様と面会の機会を持つことは無くなっている。

　妹様（次女）に対して、県外の高校に進めば自分は自宅に戻って母と暮らすが、青森県内の高校に進むのであれば、自宅へ帰ることは難しいだろうと本人は話している。



	氏　名
	　横山　耕生　様
	男・女
	生年月日
	　昭和51年　10月　4日（34歳）

	長期・短期目標

	長期目標：自宅生活において必要な生活技術と症状との付き合い方の獲得。

中期目標：生活リズムを整え、自発的に日課へ取り組むことが出来る。

短期目標：金銭や嗜好品を決められた範囲内でやりくりすることが出来る。


平成　23年 9月 26日（月）

処遇計画

自立性・自発性を持った生活を送ることが出来るよう、支援を行っていく。また、病状管理について、本人と現実検討を行う。

	支援項目
	介入方法
	支援期間

	1 日中活動について

・生活リズムの確立

　・自発的な日課の遂行

　・荘内での日中活動
	・朝のミーティングや掃除当番への参加を促し、その都度振り返り、客観的な評価を伝え、本人に自己評価をして頂く。

・日課を行ってから、小遣いを渡す。

・スケジュールに沿って行動できるよう促す。

・スケジュールの内容を本人と相談し、柔軟に修正していく。


	3ヶ月

	2 服薬・健康管理

・服薬管理

・症状管理

・健康管理


	・薬を忘れずに取りにくるよう促す。服薬の状況について、定期的にフィードバックする。

・嗜好品（タバコ、炭酸飲料等）への欲求を紛らわせるよう、日中活動に積極的に参加するよう促す。本人の興味のあることを軸とし、活動を行って頂く。

・ストレスを感じる場面について本人と振り返りを行い、職員との関わりや個別ＳＳＴ等を通して、不安感やイライラ感を緩和する。

・体重測定を毎朝・夜に行うよう、職員より促しを行う。体重の推移は随時、本人へフィードバックする。

・本人へ何か伝えるときは単純明快に伝える。
	3ヶ月

	3 金銭管理
	・小遣いの使途について相談し、工夫した買い物の仕方を考え、職員と共に実行する。

・荘内での食事作りのプログラムに参加し、食費を節約する。節約した金額を本人とフィードバックを行い、貯蓄や小遣いに回す。


	2ヶ月

	4 保清
	・日課としての保清を忘れずに行うよう、促しを行う。

・定期的に職員が訪室し、整理整頓の状況を確認する。不十分な点については、適宜介入を行う。
	随時

	5 家族状況
	・家族との外出の振り返りをし、家族との接し方についてフィードバックする。次回の外出ではどういうことをしたいか、家族とどういう話をしたいか等を決める。

・家族が来所の際、日頃の本人の様子や家族の状況等を共有する。入所のモチベーションの向上を図る。


	随時





妹：長女


既婚


埼玉在住








妹：次女


中学1年





本人（34）


青山荘


入所中





母(57)


三沢市


在住


有料老人ホーム勤務











父


長野県在住


飲食店経営














